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予防意識を高め、日常生活の中で 
主体的に健康管理をしようとする児童の育成 

―個人目標の意思決定と「健康管理ウィーク」を通して― 
 

特別研修員 高橋 野人 

 

Ⅰ 研究テーマ設定の理由 

 

第３期群馬県教育振興基本計画の「基本施策４ 健やかな体の育成」では、「健康の確保」を図ることが重

要とされ、「健康な心と体づくりを目指す健康教育・食育の推進（取組 21）」が示されている。はばたく群

馬の指導プランの「３ 健康な体」では、健康的な習慣の一つとして「規則正しい生活習慣」が挙げられてい

る。また群馬県教育委員会では、「小・中学校における生活習慣病予防対策基本方針」といった予防に着目

した方針を示している。さらに、近年は気象状況の変化による熱中症や世界的に流行している新型コロナウ

イルスといった感染症など、健康な体を保つための予防対策の重要性も取り上げられている。 

 研究協力校では、かぜや感染症予防として手洗い・うがい、換気に取り組んでいる。児童の様子を見ると、

予防の大切さを理解し、進んで手洗い・うがいに取り組む児童もいるが、ほとんどの児童は進んで取り組ん

でいる様子は見られない。それは、自分の健康は自分で守るという予防意識が低く、教師の言葉掛けによる

取組になってしまっていることが考えられる。このような児童が、健康管理の大切さを理解し、日常生活の

中で健康な体を保つために自らの意思で行動できるようにすることが必要であると考える。 

以上のことより、学級活動において計画委員の取組及び課題把握をねらいとした事前の活動、児童が予防

意識を高め、健康管理の大切さを理解し、個人目標を意思決定することをねらいとした本時の活動、日常生

活の中で個人目標を実践し、意図的に振り返ることをねらいとした事後の活動「健康管理ウィーク」を設定

することで、「主体的に健康管理をしようとする児童」が育成できるようになると考え、テーマを設定した。 

 

Ⅱ 研究内容 

 

１ 研究構想図 

 

手立て２：「健康管理ウィーク（日常生活の中で健康管理の取組を実践し、振り返る活動）」の設定

手立て１：保健委員を中心とする計画委員の取組を生かした本時の活動の設定

ねらい「手洗いを定着させるための多様な解決方法を考える活動を通して、

自分の課題に合わせた個人目標を意思決定することができるようにする」

学
級
活
動
「
感
染
症
の
予
防
」

事前の活動 計画委員による養護教諭への健康管理の情報収集及び生活記録による課題把握

本時の活動 自分の課題の把握及びアドバイスを基にした個人目標の意思決定

事後の活動 個人目標の達成に向けた実践及び

計画委員を中心とした「振り返りタイム」での個人目標の振り返り

児童の実態 かぜ・感染症予防に進んで取り組む児童が少ない。

教師の願い 健康管理の大切さを理解してほしい。日常生活の中で健康な体を保ってほしい。
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２ 授業改善に向けた手立て 

本研究では、「予防意識を高め、日常生活の中で主体的に健康管理をしようとする児童」を育成するた

めに、学級活動において次のような手立てを設定した。 

手立て１ 保健委員を中心とする計画委員の取組を生かした本時の活動の設定 

事前の活動：計画委員による養護教諭への健康管理の情報収集及び生活記録による課題把握 

本時の活動：自分の課題の把握及びアドバイスを基にした個人目標の意思決定 

手立て２ 「健康管理ウィーク（日常生活の中で健康管理の取組を実践し、振り返る活動）」の設定 

事後の活動：個人目標の達成に向けた実践及び計画委員を中心とした「振り返りタイム」での個人目標

の振り返り 

  手立て１では、事前の活動において保健委員を中心に計画委員を組織し、学級の健康管理の取組状況を

調べたり、養護教諭から健康管理の大切さや方法についての指導を受けたりする。本時の活動では、生活

記録と計画委員が調べたことを基に、自分の課題を把握する。そして、グループ活動を取り入れ、個人の

課題に合った解決方法のアドバイスをし合い、個人目標を意思決定する。 

  手立て２では、事後の活動において「健康管理ウィーク」を２週間設定し、個人目標の達成に向けて実

践する。毎日、「振り返りタイム」を設定し、振り返りシートを活用して計画委員を中心に個人目標を振

り返る。実践１週間後には、友達や家族、担任から応援メッセージを受け取る。２週間後、実践全体の振

り返りをする。なお、本研究における「主体的に健康管理をしようとする児童」とは、健康管理の大切さ

を理解し、自らの意思で健康管理をしようとする児童とする。 

  

Ⅲ 研究のまとめ 

 

１ 成果 

＜手立て１について＞ 

 本時の活動では、事前の活動において生活記録や計画委員が調べたことを基に、学級全体で最近の

取組状況を捉える活動を取り入れたことで、児童が健康管理の必要感をもち、自分の課題を把握する

ことができた。またグループ活動を取り入れ、解決方法のアドバイスをし合ったことで、自分の課題

に合った個人目標を意思決定することができた。 

 

＜手立て２について＞ 

 事後の活動では、計画委員を中心に「振り返りタイム」において振り返りシートを活用したり、１

週目終了後に、友達や家族、担任から応援メッセージを受け取ったりしたことで、個人目標の達成に

向けて主体的に取り組もうとする児童が増えた。 

 

＜全体を通して＞ 

 事後の活動が終了後、児童が自ら健康管理に取り組む姿や友達に健康管理の取組を呼び掛ける姿が

見られるようになった。また「健康管理ウィーク」後、振り返りシートの取組状況を見ると、「自分

で決めた目標によく取り組めた」と答えた児童は 89.3％、健康管理の取組が「習慣になった」と答え

た児童は 92.9％だった。このことより、主体的に健康管理をしようとする児童が育成できたと考える。 

 

２ 課題 

○ 取組状況を見ると、「自分で決めた目標によく取り組めた」と答えていない児童が 10％程度見られ

た。このことより、取組を継続することが苦手な児童の場合等は、児童の特性に合わせ、教師が日常

生活の中で健康管理を啓発するなどの個別指導を取り入れていくことが必要である。 

○ 今後、「主体的に健康管理をする児童」を育成するためには、今回の実践を全校での取組へと広げ、

継続的に指導していくことが必要であろう。 
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・・実践例・・   

１ 題材名  「感染症の予防」（第５学年・２学期） 

 

２ 本題材について 

  本題材は、流行している感染症の予防について考え、日常生活に生かすことをねらいとしたものである。

授業後、意思決定した個人目標に向けて実践することで、予防意識を高め、日常生活の中で主体的に健康

管理をしようとする児童を育成したい。 

つかむ場面では、事前の活動として取り組んだ「夏休み中の手洗い」をまとめたグラフを提示したり、

計画委員が養護教諭から指導を受けた手洗いの大切さや方法を伝えたりすることで、学級全体で手洗いの

重要性を振り返ることができるようにする。さぐる場面では、手洗いの取組状況を共有するグループ活動

を取り入れ、学校生活での自分の課題を把握できるようにする。見付ける場面では、個人の課題に向けて

アドバイスをし合うグループ活動を取り入れ、手洗いが日常生活の中で定着するための方法について話合

いができるようにする。決める場面では、自分の課題に合った方法を選択し、個人目標を意思決定できる

ようにする。事後の活動では、「健康管理ウィーク」を２週間設定し、計画委員が中心となり、毎日、朝

の会に設定した「振り返りタイム」を活用し、個人目標を振り返ることができるようにする。その際、１

週目終了時に、友達や家庭、担任からのメッセージ欄を設けた振り返りシートを活用することで、自分の

取組を振り返ることができるようにしたい。 

  以上のような考えから、本題材では以下のような指導計画を構想し実践した。 

 
３ 本時及び具体化した手立てについて 

  本時のねらいの達成及び手洗いの定着のために、学級活動において次のような手立てを設定した。 

手立て１ 事前の活動を生かした本時の活動の設定 

事前の活動：生活記録による課題把握や保健委員を中心とした計画委員が学級の手洗い取組状況を調べ 

目標
 

健康な体を保つために自分の課題に合った個人目標を意思決定させる活動を通して次の事項

を身に付けることができるよう指導する。 

ア 日常生活において健康な体を保つために、手洗いの大切さや方法を理解するとともに、手洗い

の仕方を身に付けられるようにする。（知識及び技能） 

イ 日常生活の中で手洗いの取組を定着させるために、自分の課題に合った個人目標を意思決定

することができるようにする。（思考力、判断力、表現力等） 

ウ 自分の体を健康に保つために、主体的に改善しようと課題解決に向けて粘り強く取り組む態度

を育てることができるようにする。（学びに向かう力、人間性等） 

評 

価 

規 

準 

知識・技能 
日常生活において健康な体を保つために、手洗いの大切さや方法を理解し、

手洗いの仕方を身に付けることができる。 

思考・判断・表現 
日常生活の中で手洗いの取組を定着させるために、自分の課題に合った個人

目標を意思決定することができる。 

主体的に学習に 

取り組む態度 

自分の体を健康に保つために、主体的に改善しようと課題解決に向けて粘り

強く取り組むことができる。 

過程 主な内容 主な学習活動 （◇学級全体、◆計画委員） 

事前の 

活動 
課題の発見・確認 

◇夏休み中に、家での手洗いの状況を「わたしの新しい夏休みおうち様式」

に記録し、自分の取組を振り返る。 

◆養護教諭から手洗いの大切さ、方法の指導を受け、情報を収集する。 

本時の 

活動 

解決方法の話合い 

個人目標の 

意思決定 

◆最近の手洗いの取組状況や手洗いのよさを伝えたり、養護教諭から指導を受

けた手洗いの大切さ、方法を学級に説明したりする。 

◇個人の課題に向けてアドバイスをし合い、手洗いを定着させるための多様な

解決方法を考える。 

◇話し合った解決方法を基に、自分の課題に合った個人目標を意思決定する。 

事後の 

活動 
実践・振り返り 

◇「健康管理ウィーク」では、自分の課題に合った個人目標を実践する。 

◆「振り返りタイム」では、計画委員が中心となり、個人目標を振り返る。 

◇「わたしの新しい健康管理様式」を活用し、実践の振り返りをする。 
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たり、養護教諭から手洗いの大切さや方法について指導を受けたりする。 

本時の活動：事前の活動を生かした自分の課題の把握及び課題に合った解決方法を、グループでアドバ

イスし合い、課題に合った個人目標を意思決定する。 

手立て２ 「健康管理ウィーク（日常生活の中で手洗いを実践し、振り返る活動）」の設定 

事後の活動：「健康管理ウィーク」を２週間設定し、個人目標の達成に向けて手洗いを実践する。毎日、

「振り返りタイム」を設定し、振り返りシート「わたしの新しい健康管理様式」を活用し

て計画委員を中心に個人目標を振り返る。実践１週間後には、友達や家族、担任から応援

メッセージを受け取る。２週間後、実践全体の振り返りをする。 

 

４ 授業の実際 

(1) 事前の活動 

① 夏休み中の課題把握に向けた手洗いの実践 

「わたしの新しい夏休みおうち様式」シートに記入した目標を実践し、取組状況を記録した（図１）。 

② 保健委員を中心とした計画委員の活動 

計画委員が、養護教諭から「手洗いの大切さ」と「手洗いの方法」について指導を受けたり、学級の

手洗いの取組状況を調べたりした。 

 

 

(2) 本時の活動 

本時のねらい 

手洗いを定着させるための多様な解決方法を考える活動を通して、自分 

の課題に合った個人目標を意思決定することができるようにする。 

① つかむ場面：学校生活の中での最近の取組状況の振り返り 

計画委員が学級の手洗いの様子や夏休み中に手洗いに取り組んだことの 

よさを伝えた。また、事前の活動で養護教諭から指導を受けた内容を説明 

した（図２）。 

② さぐる場面：学校生活の中での最近の取組状況の共有と自分の課題の把握 

 生活記録や最近の学校生活での手洗い取組状況をグループで共有し、 

「わたしの新しい健康管理様式」シートに課題を記入した。 

③ 見付ける場面：個人の課題に向けた解決方法のアドバイス 

 それぞれの課題に合わせ、グループでアドバイスをし合い、手洗いを定 

着するための多様な解決方法を考えた（図３）。また、グループで話し合 

った解決方法を学級全体で共有した。 

④ 決める場面：アドバイスを基にした個人の課題に合った個人目標の意思決定 

 グループ、学級全体で話し合ったアドバイスを基に、自分の課題に合った具体的な個人目標を意思決

定した。 

⑤ 意思決定した個人目標の宣言と事後活動「健康管理ウィーク」の説明 

 グループで自分の目標を発表後、計画委員が「健康管理ウィーク」の説明をした（別紙資料１）。 

 

(3) 事後の活動 

   ① 「健康管理ウィーク」の様子 

    「健康管理ウィーク」の初日は、計画委員を中心に手洗いの呼び掛けをする児童が見られた。１週目

には、教室のドアに「手洗いをしよう」という掲示物を貼ったり（次ページ図４）、自主勉強ノートに

手洗い計画表を作成したり（次ページ図５）と主体的に取り組む姿が見られた。また計画委員以外の児

童が、他教室から戻ってきた時に、「手を洗おう」と声を掛けたり、授業が終わると、友達同士で声を

掛け合い、手を洗いに行く児童が見られたりするようになった（次ページ図６）。 

図３ ｸﾞﾙｰﾌﾟでのｱﾄﾞﾊﾞｲｽの様子 

図２ 計画委員による説明の様子 

図１ 取組後の児童の感想 



- 5 - 

 

 

 

 

 

 

２週目には、帰りの会で取り組んでいる「今日のヒーロー」（頑張っていた児童を賞賛する活動）の

際、学級全体に手洗いの呼び掛けをしていた児童が紹介された。計画委員からは、「私たちが言わなく

ても、自分たちで声を掛けて、手を洗っている人が増えた。授業の終わりに自分で手を洗いに行ってい

る。手洗いが定着してきたと感じる」という感想が聞かれ、日常生活の中で主体的に手洗いに取り組ん

でいる様子が伺えた。 

   ② 「振り返りタイム」の様子 

    「振り返りタイム」は、毎日、朝の会に計画委員が中心となり、３分程度で実施した（図７、８）。

振り返りのコメントでは、初日は「朝、手洗いをするのを忘れていました」という児童が、５日目は「紙

を見て、しっかり忘れず手洗いができました」と書いていた。他の児童は、「午後になると、忘れてし

まった」という記述から「予定をノートに書いて、行動ができた」「昨日のように予定表は書かなかっ

たけど、手洗いができた」という振り返りがあった。１週間の振り返りでは、友達からは「１週間、忘

れずにできてすごい、次の週も、忘れずにガンバレ！！」や「手洗いをしている姿を見掛けるようにな

りました」といった賞賛や励ましのコメントがあった。また家庭からは「あたり前に習慣にできるよい

ことだらけ！！頑張ってください」や「家でも手洗いをしっかりできて身に付いています」「友達同士

で声を掛けあってこれからも続けてほしいです」「来週の目標が達成できるよう頑張ってね！」といっ

たアドバイスや励ましのコメントがあった（図９）。 

 

 

 

  

   

  

 

５ 考察 

「手洗いを習慣にするよさ」を尋ねると、「かぜや病気、食中毒にならない」「相手にうつさない」「自

分の健康を守れる」「健康管理を自分でできるようになる」などのコメントが見られた。これからの手洗

いの取組について尋ねると、「自分で掲示物を見て取り組む」「２週間の工夫を忘れない」「一人でチャ

レンジしたい」「計画委員の人が作ったポスターを見て自分から手洗いをする」「家では貼り紙を貼って、

もっと続けたい」「１日の仕事の一部としてやる」などのコメントが見られた（図 10、11）。 

「健康管理ウィーク」では、計画委員が中心に実践をしたことで、初日から児童が手を洗う姿が見られ

た。「健康管理ウィーク」の実践後の児童の様子では、授業後、自分たちで声を掛け合って、手洗いをし

たり、外遊びから帰ってくると、教室に入る前に手を洗ったりする場面が自然と見られるようになり、主

体的に健康管理をしようと手洗いをする児童が増えた。 

 

  

  

 

 

 

 
図 10 実践後の児童のコメント 図 11 実践後の「わたしの新しい健康管理様式」 

図８ 個人目標の振り返りの様子 図７ 計画委員「振り返りタイム」の様子 

図４ 児童が作成した手洗いポスター 

図９ 友達・家庭等からの振り返りコメント 

図６ 声を掛け合って手洗いをする様子 図５ 手洗い計画表を作成した自主勉強ノート 
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６ 資料 

(1)「健康管理ウィーク」の内容 

 

 

 

 

 

 

(2)ワークシート 

 

　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
新 あ
た
らし
い
健
康

け
ん
こ
う管
理

か
ん

り様
式

よ
う
し
き

○
学
校

が
っ
こ
うで

の
手
洗

て
あ
ら

い
の
目
標

も
く
ひ
ょ
うを

立
た

て
よ
う
。

課 か
だ
い

題

行
動

こ
う
ど
う目
標

も
く
ひ
ょ
う

月
／
日

曜
日

よ
く
で
き
た
◎
、
で
き
た

〇
、
も
う
す
こ
し
△

1
0

/
1

2
月

1
0

/
1

3
火

1
0

/
1

4
水

1
0

/
1

5
木

1
0

/
1

6
金

担
任
コ
メ
ン
ト

来
週
の
目
標

友
達
コ
メ
ン
ト

家
族
コ
メ
ン
ト

わ
た
し
の
振
り
返
り

わ
た
し
は
、

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
行
動
し
ま
す
！

ふ
り
返
ろ
う
「
新
し
い
健
康
管
理
様
式
」

●
毎
日
、
「
手
洗
い
」
の
取
組
を
記
録
し
よ
う
。
ふ
り
返
る
日
に
ち
の
所
に
、
よ
く
で
き
た
（
◎
）
、
で

き
た
（
〇
）
、
も
う
す
こ
し
（
△
）
と
言
葉
で
ふ
り
返
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

◎
：
目
標
が
１
日
で
き
た
、
○
：
目
標
が
半
日
で
き
た
、
△
：
で
き
な
か
っ
た

ふ
り
返
り
コ
メ
ン
ト

月
／
日

曜
日

よ
く
で
き
た
◎
、
で
き
た

〇
、
も
う
す
こ
し
△

1
0

/
1

9
月

1
0

/
2

0
火

1
0

/
2

1
水

1
0

/
2

2
木

1
0

/
2

3
金

●
自
分
の
取
組
を
ふ
り
返
り
、
あ
て
は
ま
る
所
を
丸
で
囲
み
ま
し
ょ
う
。

①
自
分
で
決
め
た
目
標
に
取
り
組
め
ま
し
た
か
？

ま
ず
ま
ず
取
り
組
め
た

取
り
組
め
な
か
っ
た

②
手
洗
い
を
す
る
こ
と
は
習
慣
に
な
り
ま
し
た
か
？

ま
ず
ま
ず
な
っ
た

な
ら
な
か
っ
た

●
手
洗
い
を
実
践
し
て
、
手
洗
い
を
習
慣
に
す
る
良
さ
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

ふ
り
返
り
コ
メ
ン
ト

　
よ
く
取
り
組
め
た

ふ
り
返
ろ
う
「
新
し
い
健
康
管
理
様
式
」

●
毎
日
、
「
手
洗
い
」
の
取
組
を
記
録
し
よ
う
。
ふ
り
返
る
日
に
ち
の
所
に
、
よ
く
で
き
た

（
◎
）
、
で
き
た
（
〇
）
、
も
う
す
こ
し
（
△
）
と
言
葉
で
ふ
り
返
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

◎
：
目
標
が
１
日
で
き
た
、
○
：
目
標
が
半
日
で
き
た
、
△
：
で
き
な
か
っ
た

こ
れ
か
ら
の
取
組
に
つ
い
て

習
慣
に
な
っ
た

○実施期間は２週間。（１０月１２日～２３日） 
・毎朝「振り返りタイム」を設定。 

・計画委員(手洗い定着させ隊)が中心になって、健康管理シートに前日の取組を記入。 

・一週間後、取組の振り返りをし、友達や家族、担任から応援メッセージをもらう。 

・実施終了後、個人目標の振り返りを記入。 
 


